第35回　沖縄県児童養護研究大会
開催要綱
すべての子どもの明るい未来を目指して

～一人ひとりの特性を大切に～
1． 趣旨
近年、子どもを取り巻く環境は大きく変化し、児童虐待相談件数の増加や経済的要因による子どもの貧困、子育て家庭の社会的孤立など、大きな社会問題となっています。
子ども問題が多様化・複雑化している中、社会的養護を担う児童養護施設や里親等では被虐待経験がある子どもや、発達障害、愛着障害のある子どもが増加しており、児童養護の関係者には一人ひとりの特性や課題に配慮した関わりと、親子関係の再構築や退所後の自立に向けた支援が求められています。
また、施設においては、入所児童にとどまらず、地域の子育て家庭の支援や里親の開拓・支援機能など、これまで培ってきた専門性を活かした取り組みも期待されています。
本研究大会は、県内の児童福祉関係者が一堂に会し、課題を抱えた子どものニーズに対応した支援のあり方について学び、子どもの健全な育成と自立に向けた取り組みの強化に資することを目的に開催します。
２．主催　　　社会福祉法人沖縄県社会福祉協議会 沖縄県児童養護協議会

３．日時　　　平成29年12月8日（金）　9時50分 開会（受付 9時30分～）

４．会場　　　沖縄県総合福祉センター ゆいホール　他3会場

　　　　　　　〒903-8603　那覇市首里石嶺町4-373-1　TEL：098-882-5811

５．日程及び内容
9:30　　 9:50　 10:00　　　10:30　　　　  12:30　　13:30　　　　　　16:00
	受付
	開会
	行政説明
	講演
	昼食
	研究部会
	終了


■10：00 ～ 10：30
【行政説明】　「社会的養護の現状と今後の取り組みについて」（仮題）
　　　　　　　調整中（沖縄県 青少年･子ども家庭課）
■10：30 ～ 12：30

【 講　演 】　演　題　 「虐待がもたらす影響と回復に向けた支援」（仮題）
講　師　　増沢　高 氏（子どもの虹情報研修センター　研修部　部長）
■13：30 ～ 16：00

【研究部会】　＊定員数　各65名
第１研究部会：課題を抱える子どもへの理解と支援
第２研究部会：家庭的環境における食育のあり方
第３研究部会：子どもに寄り添う自立支援
※詳細については、別紙「研究部会テーマ」のとおり
６．参加対象　　　児童養護施設、乳児院、児童自立支援施設、自立援助ホーム、保育所、

県母子寡婦福祉連合会、県里親会、児童相談所、母子生活支援施設、

福祉事務所等児童福祉関係者、市町村社会福祉協議会、民生委員・児童委員、学校関係者、学生 他
７．定員　　　　　２００名（定員に達し次第締め切ります）

８．参加費　　　　１人：３，０００円（弁当代含む）
※ただし、学生は１人につき１，０００円（弁当代含む）

９．申込方法　　　別紙「参加申込書」に必要事項を御記入のうえ、平成29年11月17日（金）までに、FAXにてお申し込みください。

※ 参加申込と同時に、下記口座へ参加費等のお振り込みをお願いいたします。

	■金融機関名　　琉球銀行　石嶺支店（店番３２３）

■口座番号　　（普）３１５-９３５

■口座名義　　社会福祉法人 沖縄県社会福祉協議会　会長　湧川　昌秀
＊フリガナは「フク．オキナワケンシャキョウ」と御記入ください。

	※お振り込み時の注意（経理担当者等へのお願い）※
振込先が確認できるように必ず御依頼人名（施設名）を先に御記入ください。
【記入例】

「児童養護施設 △△園」ではなく、

「△△園」または「△△園 児童養護施設」と御記入ください。

※振込手数料は、参加申込者負担となります。


※定員超過等により、申込受付できない場合は御連絡いたします。
１０．その他　　　（１）申込み後の参加費等は原則、返金いたしません。後日、本研究大会資料を送付いたします。

（２）「参加申込書」に記載された個人情報は、本研究大会を運営する目的にのみ使用いたします。

１２．申込み・問合先
沖縄県社会福祉協議会 施設団体福祉部（大城）

〒903-8603　那覇市首里石嶺町4-373-1　西棟4階

TEL：098-887-2000　　FAX：098-887-2024

